ミ witch-M24DCPWR 

5 年も化し朽卜''ハ'' 的保守が、 y 卜、、儿商品 

陆 □□ ィ - 

1 ：織書 

401-23249DB5-SP( 

PN 23249 D 己己 



全 ] 日 N0.1 


1 。バンドル商品について 

本製品には，己年固の先化しヒンド'バ'ンク保守ボ同桐されていまず。 

同個されているサービスチヶットに記載の巧敦に同意頂き、必要事 I 頁を記載し. 

当社に/ー ル、 FAX 害で送って頂くことにより当社で登録を行いまず。 

登録完了を.ホ化しヒンド'バックな守が受けられまず。 

登録完了の通かはサービス乎ヶットに記載頂いたな守連祕窓□のみにノールで連癌いたしまず。 
《当社での登録完了を.サービスボ開始されます。 


2。 本製□□□の仕様について 

本製品の機能等の仕協につきましては> 

PN 23249 D の商品仕梯書（仕協書を号：斗01 —232斗 9D — SP 0 1 ) と同協でず。 

3。 か属品 

(1) PN 23249 D にか属している付属 □□□ (2 頂の巧品仕様書参照）1式 
(2 ) サービス f ケット/,約款1化 

(3 ) M N 0シリーズスイッ f サービス f ケット登録までの流れ/本サービスご利用にあたつて1木た 
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5 年先;化し t ンド' / r 、、が呆寸矿、ノト''' 川商品 


_PN 23249 D 巨 5 

定格。環境条件 

1 - し定格人力電旺_ 

1-2。消費電力_ 

1-3。動作環境 


4。 保管環境 

5。 適合規制 
目。耐性 



I 巧 □□ 


-4 3 V ( DC 43 〜 5 3 V ) 、 


定常時最大 22 4 W (非,給電時2 4 W ) 、最小1 -‘ 
動作温度範囲日〜4日 ’C 

動作湿度節囲2日〜8日 ％ RH (結露なきこと） 

保管組度節固 - 2日〜7 〇じ 
な管湿度範囲1日〜9 0 %RH (結露なきこと） 


詩電気放電 （ ESD ) 

放身寸電磕巧害 

電気の7ァストトつソジュントバ- 
電気の サージ 
耐伝導ノイズ性 
電源周波数イ ミ1ニティ 
瞬停/電店を動 


IEC 6100 0-4-3 L e V e 12 
IEC 610 日 0-4-4 L e V e 13 
[ EC 己1日0日一4一已 L e V e 13 
IEC 61 日0日- 4-6 L e V e 12 
IEC 巨1日0日- 4-8 L e V e 14 
IEC 61 日0日- 4-11 


2 。形が及びな料。色夥 

2-2。質量（重量） 


添がお品仕協図による 
3 ,6 0 0 9 


3-1。ネット7—ク接続 


ツイストペアポート： RJ 4 己コネクタ24ポート（《1) 

ら送方す :]巨巨 E 802，3 1日 BASE-T 

] E 巨 E 8 日2。3 U 100 BASE-TX 
f 云送速度 ： 1 日/ 1 日日 Mbps を/半二重 

適合 ケーブル：ツイスト。ペア。 ケー ブル 

(巨] A / TIA 日日 S カテゴリー日相当は止） 

最大伝送距離:10日 m 

オートぶゴソ I ーション機能：通信速度。を半二重を自動認識 

設定に より 1 日 Mbps . 1 日日 Mbps およびを 二重.半二重を固定す能 

をポートに最大 15. 4 W の,給電ボ巧能 


3 — 2 。 ターミナル 

エミ i レータ接初] 


'ツイストペアポート： RJ 4 己コネクタ2ポート 

伝送ちま :]巨巳£8日2。3 10巨 ASE-T 

] 巨 EE 802。 3 U 1 OOBASE-TX 

] 巨巨 E 802，3 ab 1 000 BASE-T 

伝送速度 ：10/1日0/1日 QCiMbps を/半二重 

適合吁ーブル：ツイスト。ペア。ケーブル 

(巨] A / TIA 日巨 S カテゴリー日 E 相当な上） 

最大ら送距離：1日日 m 

オートネゴソ I ーソヨン機能:通信速度。を半二重を自動-認謡 

設定により 10 Mbps . 1日日 Mbps およびを二重、半二重を固定す能 

SFP 也:張ポート： 2ポート 

《上記10日 DBASE - T が応ツイストベアポートとの選於利用 
オフ。シヨン： SFP — 1日日日 SX SFP モジュール （ PN 曰4日 21) 

SFP - 1 000 LX SFP モジ 1 ール （ PN 曰4日 23) 

SFP - LX 40 SFP モジ 1 ール CPN 己4日2己） 

(《1 )MNO シリーズ省電カモード搭動により.ポート接続を自動榜おし.電力消費を必要量に抑制。 

コンソール。ポート： R 」4 己コネクタ 1ポート 

通信方式： RS -232 C ( ITU-TS V ，24) を抑 
エミ1レージ3ソモード': VT 10 日 

通信を件： 9目口 0 b P S 、 8 b 1 -t , ノンパリティー、ストップビット 1 
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IBID^S 


L t D (S I A I U S ) 

む：システム正常穂働 
打：システ ム起動中 
麻：システム障害 
巨 D 

( 1〜2 4ポート） 

な：電源供給中 
麻 ： Ove rlo 口 d 時 
な：電源ホ f 共給または端云 
こ/ ACT 。（1 〜24ポ- 
む： 1 D 日 Mbps でリン 
む：1日 Mbps でリンク 
麻；1□日 M b P S で/け 
麻：1日 M b P S で"。ケッ 
な；端末ホ接統 
\ ( 2己〜2 6ポート） 

な；1 G b P S でリンクボ 
灯：1日日 Mbps . 10 
( 2目〜2目ポート） 

む：1日 0 Mbps でリン 
な： IGbps 、 1日 Mb 
こ/ ACT 。 ¢2己〜2 67； 
む；リンクボ確な 
麻：パケット送受信中 
な：端末ホ接続 


^こ設定したポートは. M [ 
ポート1〜2 4は M D ]- 

、らは下の3つの モー ドで I - 
ムスタート 
荷時に戻ずリ亡ット 
ドレスむ外を I 墙化荷時に 
トタイマー機能により 

] ル： SNMP V 1/ V ; 
TELNET 
HTTP 

ダウン□-ド用プ□トコ JI 


R M 0 N - M ] 巳 


BRIDGE-MIB 

P - BRIDGE-M 


I F - M I 巨 
RADIUS 
POWER - 


-A U T h 
ETHEF 


mBm 


■ 
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I ノホ」 □□ 


3 - 9。そのィ也 


Sys I 0 9 クつイアント （Sys Log サーバへのシステム □ グ送信） 
TFT P クつイアント（ソフトウ I アアップダレード.設定情報のおを。読么） 
□グイン RADIUS (RADI US サーバによる□グイン認証機能） 


搭載機能 

4 - 1。 スイ、ソ 子ホ幾能 


4 - 2。スパニングッリー 


4 - 3 。 VLAN 


4 一 4。リンク 

_アグリゲ ー_ ショ_ン 

4一己 。 QoS 


4 - 6。 


タリング 


4 一"7。マル乎ホャス 


4-8。認証機能サポート 


4 - 9 。 給電機能 


4一 1日。アク t ス 


つント□ー ル 


スイ’ソ乎ンク方ま 
スイッ芋ンク容量 
パケットを送能力 


ストアアンドフホア- 

14。 8 e b P S 
し4 8 8，0 0 0 P f 


1 0 0 0 Mbps ： 


148, 800 pps / ボ—卜 （100 Mbps ) 
14，880 pps / ポート （ lOMbps ) 


MAC アドレス テーブル ： 16 K エントリー/ユニット 


(ポ-卜単化で自動学習の有効/無効が可能、固定登錄がす能） 


フ□一制御 


エージンク 


:1 M バイト 

:半二重時バ V クフ’レッシャー 
全二重時 ]E 巨 E 802。3 X 

: 3 0日〜巨0日秒（デフオルト値） 


]E E E 8 0 2。1 D スバニンク' ツリープ□トコル互み 
IEEE 8 0 2 。Iw つピッドスバニングツリープ□卜]ル準拠 
I E E E S 0 2 。 Is マル手7。ルスパニングジリー了 □トコル準拠 
BPDU 巧ード'機能サポート 

[ EEES 日2。 1 Q タグ V LAN プロトコル準拠 
ポートベース VLAN 

V L AN 登録数2己6個(デ]ォルトも含む） 

インタータットマンシヨン機能サポート 


EEE 8 0 2。 


リンクアグリダーシ3ン機能ヴポート 


虽大13グループ構巧可能 （ 1グループ最大 S ポート） 

] 巨 EE 8 0 2 。Ip 8段階の僵ホ制御をサポート 
(:は下のス吁ジ1 - リング方式の選おが可能) 

( 1 ) P r 1 0 r I t y Queueing 

(PQ : 絶が優先スケジ i ー リング） Cx フホルト或定） 

(2) Weighted Round—Robin 
CWRR :重みかきつクンド□ビンス寸ジ王ーリンダ） 

が象となるポートの卜つフィックを指定したポートにコピーして送信す能 
(複数のが象ポ-卜指定が可能） 

1 G M P Snoop i ng サポート 
]G M P Que r I e r 機能サポート 
マル 手 キでス トフィ ルタ リソグ職能サポート 

か象となるポートの卜つフィックを指定したポートにコピーして送信可能 
(複数のが象ポ-卜指定が可能） 

] 巨 EE 802。 1 X ポートベース認証職能サポート 
] 巨 EE 8 0 2。1 X を用いた MAC ベース個別認証職能 
[ EEE 8 日2。1 X を用いたダイナミック V LAN 機能 
[ EEE 8 日吕。1 X を用いたゲスト VLAN 磯能 
登読 MAC ァドレス強制認証機能 
CEAP-MD 己 / TLS / P E A P 誌'証ち式） 

EAP フレ-ム透遇機能(ポート単化で EAP フレーム透逼の有効/無効ボ巧能） 
] EEE 8 日2。3曰 f 給電磯能サポート 

1〜2 4ポートに最大合計17己 W 給電す能（ポートへの最大給電能力1己。 4 W ) 

‘給電ち巧 ： Alter notive 目（空き線 4,己，7,呂） 

从下の/ぐつゾータでアクたス制御が可能 

(1) ]P アドレス （Source または Destination ) 

(2) IVlAC アドレス （Source または Destination ) 

(3) TCP / UDP ポートを号 （Source または Destinatio 

(4) VLAN [ D 

(己） S 日2 。 Ip Priority 
(曰 ） D S C P 
( 7 ) P r 0 1； 0 c 0 I 
(召 ） ]C M P タイフ‘ 

(9) TCP SYN Flag 


D e s i ： I nat T on ) 


4-11。 リングプ□トコル 


;グループの登録ボ巧能） 
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Web 管理機能: _ 

已 一 1。ソフトウ I ァ仕懦 
己一1一1。ソフトウ王ア 

_ バーシ 3 ソ_ 

己-1 - 2。対応ブつゥザ 

己-1-3。使巧言語及び 
使用了 □ トコル 

己-1- 4。文字]-ドヒット 
5-2。設定機能 
己-2-1。スイッ子ンク或定 


5 — 2 — 2。 ノールレホート 


己- 2 - 3。時間設定 


己-_ 3 。モニ_夕機能_ 
己- 3 - 1。基本情報 



I け」 □□ 


Boot Code ; Ver .1.0.0.04 な降 
Runtime Code : Ver .2 .日.日.目8は降 

Internet Explorer b.O 

HTTP 1.1 
HTML 斗. 0 
Java RE 1.4 
Shlft_JIS 


管理情報設定 
I P 詔定 
SNMP 設定 
ポート設定 
アクヒス案件設定 
1ーザを/バスつード設定 
FD 目設定及びを照 
時别設定 
VL ANf 空定 

リンクアグリゲーション或定 
ポートモニタリンダ設定 

MSTP (マル f 了 ルスバニング シリー)設定 
アク t スコソ ト □-ル 設定 
Q 0 S 設定 

ストームコント□—ル或定 
I E 巨 E 8 C 2。 1 X 誌証設定 
I G M P Snooping 設定 
[白 M P Q U e r 1 e r 設定 
P 0 E 設定 

ポートカウンタ設定及び参照 
ソつトウ 王アアツ 了グレード'設定 
設定フ 7 イルの保存/読化設定 
再起動設定 

システム □グ 
システム □グ送信詔定 
或定情報の保存 

^ ー ルサー バの設を 

送信先ア々ウ'ノト（/ールアドレス）の設定（最大3ア々ウント） 

:それぞれにレポートの通知と卜つップの通知を選が可能 
送信元ア々クント （/ ールアドレス）の設定 
レポート閣隔の設定 ：を日.を遇.を月のいずれか 

レポー トの内容の設定： ポー ト情報.卜つ フィック サマリ.システム□グ 
添巧ファイルの選が ：添かしない. CSV 形す.テキストおすのいずれか 

添付ファイルデ' ータの或定 

データ収集間隔 ：1日分を. 3日分を.1時固. 3時固.己時固.1日のいずれか 

□ク'の内容 ：帯巧使用率（％)、受信フレー厶数、ブ□-ドみ f スト、マル子ろ r スト 


コリ ジョン回数、王つ一総数 


ポート選が 
I 設定'後.テスト/- 


ルを送信ずる 


I 揣末からの時刘デ'ータの転送による時計合わせ（時抑設定ボタン） 
. SNTP 或定 
I 時刻手動設定 


ジステム 情報の設定 


:稼働時間 CsysUpTime ) のま示 
訝細情お （ sysDescr ) の表示 
管理者 （ sysContact ) のま示 
或置塌巧 CsysLocotlon ) の表示 
ホストを CsysName ) のま示 




平ぶ 24 年 ] 月己曰 


I e - ネット 7 -クソリューシ 3 ン事業本部 

ネット 7- ク商品事業部 

パナソニック E S ネットワークス株式会社 


■ 






5 年も化し朽卜''が' リつ f 呆寸ハ'' ント'' 儿商品 

PN 23249 D 己 5 



I ノホ」 □□ 


0 No. 6 


己一 3-2。卜つフィック□ク •ポート別の過ま2 4 時商の1日分ごとの卜つフ/ジクのが態を表示。 

まお内容は 
時别 

帯巧使用率（％) 

受信フ レーム 数 
ブ□ー ドキ r スト 
マル手キでスト 

コリジョン回数 


己一 4。_クつフ ィ_ッ ク機常 
己一 4 一 1 。 ポート 

ステータス 

コネクタ ピソ配 f 


。本体をグ7 7ィック表示し 、 L E D の表示状態をリアルタイムで確語可能 
• 更新固隔： 2 0お' 


- 1。 ポ 

—卜 1 〜 

2 4 






が態 

ピン N 0。 

1 2 

3 6 

4 

己 

7 

8 

M D I - X 

信号 

R X + R X - 

T X + T X - 

+ V 

+ V 

- V 

-V 

MD I 

信号 

T X + T X - 

R x + R X - 

+ V 

+ V 

-V 

-V 


„ . I . . 

ヒン No . ^2 3 4 5 6 7 8 


目一2。ポート2己〜2目 


が態 

ピン N 0。 


1 


2 

3 

巨 


4 


己 


7 


召 

M D I - X 

信号 

巳1_ 

_D 日十 

日 1_ 

_DB- 

BLDA+ 

BLDA- 

BL 

_DD 十 

团_ 

_DD- 

巳 L 

_DC 十 

团_ 

-DC- 

MD I 

信号 

BL 

_DA+ 

日 L 

_DA- 

BLDB+ 

BLDB- 

目1_ 

_DC+ 

团_ 

-DC- 

BL 

_DD+ 

BL 

_DD- 


ピン No . 


>12345678 


b _3。 コンソール。ホート 


ピン N 0 。 

信号 

ピソ N 0 。 

信号 

1 

T X D 

己 

NC 

2 

白 N D 

6 

N C 

3 

R X D 

7 

NC 

4 

百 N D 

呂 

N C 


ピン No . 


>12345678 


電源用端子台（か属品） 

電源用端子台（か届品〉 

を下図は電源ケーブル巧りかけ面 

I 印り付けな I I I 



DC -48 V / DC 48 V の接続ちを 


①接化用端子 ◎ 一端子 @+端子 



① 

質 

感 

DC — 4 呂 V で使用ざれる場合 
(入力電圧節囲一已3〜一43 V 

接お 

-48 V DC 

0 V DC 

DC —48 V で使用される場合 
(人力電旺範固一己3〜 一43 V 

接お 

0 V DC 

48 V DC 
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設置方を。付属お 

8 - 1。設置ち法 
8 - 2。か届品 


別売品 _ 

3— 1。コンソールケーブ'ル 

_(品を： PN 72 日日1 ) 

3-2。 SFP -1000 SX 
(品を： PN 己4 0 21 ) 


3。 SFP -1000 LX 
(品番； P N 日4日2 3 ) 


4。 SFP - LX 40 
(品番 ： P N 己4日2己） 
( 《1 ) 



I 巧 □□ 


( 1 ) 19イン手つックへの耶リがけ 

( 1 ) 施工說明吉 
C 2) 巧お説明書 
(3 ) CD-ROM 

(4) 巧付金具 （19 インチつックマウント巧） 

(日）ねじ （19 イソ子7 V クマウント用) 

(6) ねじ（巧か金具と本体接続用） 

C 7) ゴム足 

( 5 ) 電源用端子台 
C 9 ) 絶婦テープ 

《電源ケーブル、接地用ケーブルは別途ご用意ください。 


(1) R 」4 己一 Dsub 9 ピンコンソールケーブル 


光ファイバ。ポート： LC コネクタ （2 む） 

f 云送方式 ： IE 巨 ES02。 3 Z 10 0 0 BASE - 

I 伝送を度 :1日日日 M b P S を二重 

適合ケーブル：光フ7イバケーブル 

己0/12日 um マル子モードファイバ 
62。己/12己 urn マルチモードフ7イバ 
最大ら送距離：巳日/12已^ m の場合曰己 □ m 

巨2。己/12己 um の場合2 2 0 m 


光フアイ/、。ホー 
に送方式 
f 云送を度 
適合ケーブル 


最大伝送を雜： 


LC コネクタ 

] EEE 8 日吕。 3 Z 1 000 BASE-LX 
10 日日 Mbps を二重 

化フ 7イバ 'ケーブル 

10 /12 5 M m シングル モード' 7 7イバ 
10 K m 


光ファイバ。ポ ー t -: LC 〕 タクタ （2 お〉 

イ云送を度 ：1日0 0 M b P S 全二重 


適合ケーブル 


光ファイバケーブル 


10 /12 5 W m シングルモードフ7イバ 
最大ら送距離： 4 0 K m (ぷ 2) 

( 《1 )L X 4日をが向でご使用くだ'さい（通信速度10 ロロ M b P S ) 
(《2)化許容損失ボー19 d 目は下でご使用くた'さい 


^11 
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10。安を確保のための施 z わぶび使用止の禁止事項 


下記の項目を端足されていない場合の卜つブルに関しては、量任を負いかねます。 

本商品のご使用に隠しては、下の点を遵守ください。 

(1) 電源ケーブルの接続および配線.装置の或置および交換は、おちを受けた資临を有ずるほ術をな外は巧わなし、。 

(2) 本製品付属の 「 M 24 DCPWR 施工或日ち書」にだって施工ずる 

(3) 人力電旺館囲 DC - 己3〜一 43 V ( DC 43 〜已 3 V ) は外では使用しない 

项リおいを詰ると-义を.感電、故障. E 呈化動の原因になりまず。 

( 4 ) 適用中ーブルは外は絶がに使用しない 

語って使用ずると、発熱して焼指や义巧の巧因になりまず。 


(己）はんだ付けしたむ線は使用しない 
火を.感電の原因になりまず。 

C 6) 通電中、電源用端子台（か属品）には触れない 
感電.化障の原因になりまず。 

(7) 電源設備プレー々を ON にしたまま.電源用端子台（付属品）の耳交りかけ。巧り外しをしない 

义が、感電、故障、詰 f 乍動の原因になりまず。 

必ず電源設精ブレー々を OF ドにしてから作業を行ってください。 

(8) 乂のある場ホの近く、湿気やほこりのをい場巧に設置しない 

(日）開□部をツイストペアポート、コンソールポート. SFP あ張ス□ットから内部に金属やがえやずいものなどの異物を差し化んだり， 

巧とし込んだりしない 
史を' 感電' 故障の原因になりまず。 

( 1日）直身寸曰化の当たるところ時ミ品度の高いところに設置しない 
内部のミ品度が止がり.火をの原因になりまず。 

¢11)めれわ手で電源端子台（か属品）を抜き差ししない 

(12) 雷ボ発生したときは.この装置や接続ケーブルに触れない 

感電、故障の原因になりまず。 

(13) この装置を巧解。改造しない 

义烫.感電.故障の原因になりまず。 

(14) 電想中ーブルを傷つけたり、無理に曲け'たり、引っ張ったり.ねじったりたばねたり.はさみ化んだり.重いものをのせたり、加熱したりしない 
電源ケーブルが'破損し、义を.感電の原因になりまず。 

(1 己）ツイストぺアポートに1日 BASE-T/1 日日 BASE-TX/1000 巨 A SE - T は外の機器を接続しない 
义烫.感電.故障の原因になりまず。 " 

(16) S F P おおス□ジトに別売の S F P モジ王ール (SFP -_1 000SX / SF _ P -_1 000LX / SFP - LX 40) なタトを実装しない 
火を.慶電.巧障の原因になりまず。 ' 

¢17)コンソールポートに別売の〕ソソールケーブル PN72 日01 R 」4 日一 DSub 日ピソ〕ンソールケーブル U 外を接統しない 
义を.感電.が障の原因になりまず。 

CIS ) この装置を火に人れない 

禱発.义菜の原因になりまず。 

(19) 電源用端早台（付属□ち）を必ず使巧ずる 

(2 日）ケーブル被覆は7 m m は上むかない 

(2 1) む線が露化しないように接続ずる 

，抱縁テープ（か属品）をおかせずに使用ずると感電の原因になります。 

(22) 必ず接お用ケーブルを接統したあとに電源ケーブルを接続ずる 

(2 3) t 臭接続していない力、確誌ずる 

接続を f 具ると短絡や過電流で使巧で巧になりまず。 

また乂烫.感電.誤作動の原因になりまず。 

(24) 電源ケープルを電源巧端す台にゆるみなどがないよう.確実に接続ずる 
感電や語動作の原因となりまず。 

(2 日）電源用端子台を電源ケーブル接統端子にゆるみなどボないよう.確実に接続ずる 
感電や語動 f 乍の原因となります。 
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(26〉 な下を確認した場合、ずぐに電源設備ブレーカを0 F F にずる 
電ミ原をイ共給したまま長時間巧置ずると义巧の巧因になりまず 
-電源 LED が点なしない 
。本製品から異臭ボずる 
-本製品から煙ボ化ている 
-本製品内部に異物や水が人った 
-自己設断 LED ( STATUS ) ボ禮点腻している 

¢2 7)ツイスト ペア ポート、 SFP おおス□"ノト. コンソール ポート、電ミ原ケーブル挂卜けブ □ッ クで手などを切らないようミ主意の止巧りあう 


11。施；止のミ主意事項 


( 1 ) 本製品付属の 「 M 24 DCPWR 施工話日ち書」に従って施工して < ださい 

(2) 電源ケーブルと LAN ケーブルを並行配線ずる場合には.お互いを1日 C m け■止離して配線してください。 
C 3) 接続を語ると短な和過電流で使用ず巧能になりまず 

(4) ケーブル被膜は7 m m は上むかないでくださし、 

C 己）曲ボったむ線はまっすぐに伸ばしてから接続してくだざい 
(目）心線の近くを持ってまっすぐに接続してくピさい 

(7) 接お用ケーブルは本製品を設置ずる場ホの接地を件に従って配線してください 
C 8) 接続したケープルを引っ張ったり.ねじったりずるとむ線を傷つけまず 

(9) ねじは締めずぎないでください。ケープルが切れたり.ねじ部分が化障ずる原因になりまず 

(10) 電源ケーブル.接お巧ケーブルは別途ご用意ください 

( 11 ) C U 単線（を日。己〜2。日 m m ) を使用してください 

(12) む2。日 mm は止の午一了ルを使用ずる塌合は.中継端す台を別途ご用意ください 


12。使用止のミ主意事王頁 


( 1 ) 内部の点検。修理は販売なにご巧頼くだ'さい 

(2) この装置を設置。格動ずる際は.報ちを受けた資格を有ずる巧術者ボ巧って<ださい 

搭動させる場合は■■全てのケーブルをタトしてください。 

C 3) この装置を這掃する輕は.教育を受けた資格を有ずる巧術をボ巧ってください 
その驛.電源或備フ''レー々一を OFF にしてください。 

C 4) R 」4 己コぶクタの金属端子やコえクタに接続されたツイストペアケーブルのモジ1つプつク'の金属端す. SFP お張ス□ット内部の 

金属端子に触れたり.帯電したものを近づけたりしないでください。 

詩電気により故障の原因になりまず。 

C 5) コネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジ: L つ了つグを々ーペットなどの軍電ずるものの止や近辺に巧置しないでください。 
静電気により故障の原因となりまず。 

(日）蓮:下など強い衝撃を与えないでください 
故障の原因になりまず。 

(7) コンソールポー トに コンソールケーブルを 接続ずる輕は.事前にこの装置な外の金属製什器などを触って静電気を除まして<ださい. 

(谷）な下場戸斤でのな管。使用はしないでください 

(仕様の環境を件下にてお管。使用をしてください） 

-氷などの液体がかかるおそれのある場所、湿気がをい場巧 

•ほこりのをい場巧、詩電気障害のおそれのある場巧（力一ぺットの止など） 

• 直射日光が当たる塌戸斤 

-結露ずるような場巧、仕様の環境条件を滿たさない高通。化溫の塌巧 
-振動。衝撃が強い場戸斤 

(9) 眉囲の温度ボ〇〜4日ごの場戸斤でお使いください 

上記桑件を滿足しない場合は、义が。感電。古た障。語動作の原因となり、保証致しかねまずのでご注意ください。 

また，この裝置の通風□をんさがないでください。 

通風□をふさぐと内部に熱ボこもり誤動作の原因じなりまず。 

(10) 装置同±を植み重ねる場合は.上下の機器との間隔を2日 m m 从上空けてお使いください 
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(11) SFP 拡張 スロッ トに別売の SFP 拡張モジ！ー ル （SFP — 1000 SX/SFP — 1000 LX/SFP — LX 40〉 はタトを 
実裝した場合.動作保証はいたしませんのでごミ主意ください 

(12) 仕様限界をこえると語動巧の原因となりますので.ごミ主意ください 


:質な I 正について 


本お品の品質管理には最大のミ主力をいたしまずが、 

C 1 ) 万一、本巧品の品質で長ボ原因となり.人を並びに財産にを大の該響ボ予測される場合じは、本仕様菁記载の特性。数値にがしを格を 
持たれ.かつ二重回路等のををが策を組み込んでいただくことを-製造物責任の観点からわ勒めしまず。 

(2) 本商品の品質保証期商はわ買止け曰より 1 年間とし.本仕様書に記載された I 頁目とその範囲巧とさせていただきまず。 

本商品に薛社の青による瑕疵ボ日月らかになった場合には、誠意をもって代替品の垣供，またはお巧部分の交巧、修理を本商品の納义場所で 
速和かに行わせていただきまず。 

但し.なの場合はこの保証の巧象から除かせていただきまず。 

1 ) 本商品のお障和おおから誘発された化の担害の場合。 

2) わ買い上げ'をの巧あい、保管，運搬（輸送）にわいて.本仕様書記載 i ■义外のを件が本商品に加わった場合。 

3) お買い止け時までに実用化されている技術では予見ずることボ不巧能であった現をに垃因ずる場合。 

4) 义袭.地震.洪水. 义楽' 紛争など轉社に責のない自があるいは人為のなを害による場合。 

巧お或巧ま.本体貼かつべル等のミ主意まじ化った使用が態でお記期間内に化障した場合には、無料修理させていただきまず。 

お客梯の巧あ説日月書にがわない操作にを因ずる桓害および本商品の故障。 I 具動かなどの要因によって通信の機会を 
逸したために生じた損害については.その貴任は負いかねまずのでご了をください。 

(イ）使巧上の t 呈リおよび不当な修巧传改造による故障および拒傷 

(□) お買止が褚の巧か場巧の移設.輸送、落下などによる故障および損傷 

(ハ）乂を.お震.水害、蓮雷.その他天冀お空およびを害、塩害.ザス害（硫化巧スなど）、異常電任.指定外の 
使巧電源（電店.届狼数）などによる故障および損傷 
(二）保 i 正菁の提示がない塌合 

(ホ〉巧証書にお買上け曰.お客様をの記人のない場合、あるいは字巧を書き替えられた塌合 
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